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法令及び当社定款の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト

に掲載することにより、株主の皆様にご提供しているものであります。 
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連結注記表 

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記 

(1) 連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数   １社 

連結子会社の名称  株式会社うさぎもち 

 (2) 持分法の適用に関する事項 

該当事項はありません。 

 (3) 会計方針に関する事項 

① 重要な資産の評価基準及び評価方法 

イ 有価証券 

その他有価証券 

・時価のあるもの 

連結決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法 

により算定) 

・時価のないもの 

移動平均法による原価法 

ロ たな卸資産 

・商品及び製品・仕掛品 

総平均法による原価法 

(連結貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により 

算定) 

・原材料 

月次総平均法による原価法 

(連結貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により 

算定) 

・貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法 

(連結貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により 

算定) 

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法を採用しております。ただし、平成 10 年４月以降に取得した建物(建 

物附属設備を除く)並びに平成 28 年４月以降に取得した建物附属設備及び構築 

物については、定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物      10～50 年 

機械装置及び運搬具  ４～10 年 
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ロ 無形固定資産(リース資産を除く) 

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基 

づく定額法 

ハ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引にかかるリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

ニ 投資不動産 

定率法を採用しております。ただし、平成 10 年４月以降に取得した建物(建 

物附属設備を除く)並びに平成 28 年４月以降に取得した建物附属設備及び構築 

物については、定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物       10～34 年 

③ 引当金の計上基準 

イ 貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、 

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見 

込額を計上しております。 

ロ 賞与引当金 

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額を基準として計上しております。 

ハ 役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しており 

ます。 

ニ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支払いに備えるため、役員退職慰労金規程（内規）に基 

づく期末要支給額を計上しております。 

④ のれんの償却方法及び償却期間 

５年間の定額法により償却しております。 

⑤ その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

イ 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの 

期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。 

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年 

数(10 年)による定額法により費用処理しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存 

勤務期間以内の一定の年数(10 年)による定額法により按分した額を、それぞ 

れ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。 
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小規模企業等における簡便法の採用 

連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に 

係る当連結会計年度末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた 

簡便法を採用しております。 

ロ 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

 
 (4) 追加情報 

今年に入り世界的に大流行している新型コロナウイルス感染症については、現時点では 
その収束時期は不透明な状況にありますが、令和３年４月期の半ばまでには現在の社会混 
乱がおおよそ落ち着き、当社グループ製品への需要も徐々に通常の状態に戻っていくとの 
仮定を置いて、繰延税金資産の回収可能性の会計上の見積りを行っております。 

 

２．連結貸借対照表に関する注記 

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務 

工場財団 

建物及び構築物  4,806,374千円 

機械装置及び運搬具  6,082,658千円 

土地  1,204,513千円 

有形固定資産のその他  83,172千円 

計  12,176,718千円 

その他 

建物及び構築物  1,021,498千円 

機械装置及び運搬具  22,348千円 

土地  317,997千円 

有形固定資産のその他  82,559千円 

投資不動産  1,116,583千円 

計  2,560,988千円 

上記に対応する債務 

短期借入金  609,864千円 

１年内返済予定長期借入金  1,383,620千円 

長期借入金  3,485,241千円 

計  5,478,725千円 

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 27,523,770千円 

(3) 投資不動産の減価償却累計額 356,030千円 

(4) 偶発債務 

仕入取引の担保として差し入れた振出手形は100,000千円であります。 
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３．連結損益計算書に関する注記 

  (1) 固定資産売却損 

投資不動産であります。 

(2) 投資有価証券評価損 

当社が保有する「その他有価証券」に区分される有価証券のうち実質価額が著しく下

落したものについて、減損処理を実施したものであります。 

(3) 災害による損失 

令和元年8月に発生した九州北部豪雨により被害を受けた製品廃棄損の金額でありま

す。 

 

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

(1) 発行済株式の総数に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 5,075,500株 ― ― 5,075,500株 

(2) 自己株式の数に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 31,348株 151株 ― 31,499株 

(注) 普通株式の自己株式数の増加151株は、単元未満株式及び端数株式の買取りによるも

のであります。 

(3) 配当に関する事項 

配当金支払額 

① 令和元年７月22日開催の第59期定時株主総会決議による配当に関する事項 

・配当金の総額                                    100,883千円 

・１株当たり配当金額                                  20.00円 

・基準日                                     平成31年４月30日 

・効力発生日                                 平成元年７月23日 

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度になるもの 

令和２年７月21日開催の第60期定時株主総会において次のとおり付議いたします。 

・配当金の総額                                    201,760千円 

・配当の原資                                       利益剰余金 

・１株当たり配当金額                                  40.00円 

（うち創業70周年記念配当金額10.00円） 

・基準日                                     令和２年４月30日 

・効力発生日                                 令和２年７月22日 
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５．金融商品に関する注記 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、資金調達については主に銀行等金融機関からの借入により行っ

ております。また、資金運用については安全性が高く短期的な預金等に限定してお

り、デリバティブ等の投機的な取引は行わない方針であります。 

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク 

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

また、投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の

変動リスクに晒されております。 

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期日で

あります。 

短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、社債及び長期借入金は営業取

引及び設備投資に係る資金調達であります。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

イ 信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理 

当社グループは、販売管理規程及び売掛金管理規程に従い、取引先ごとの期

日管理及び残高管理を行うとともに、財政状況等の悪化による回収懸念の早期

把握や軽減を図っております。 

ロ 市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理 

投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、保

有状況を継続的に見直しております。 

ハ 資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払を実行できなくなるリスク)の管

理 

当社は、担当部署が適時に月次の資金繰計画を作成・更新するとともに、全

社一括支払システムにより資金需要を把握し、必要に応じ短期借入金の実行若

しくは返済を行い手元流動性を維持することによりリスク管理しております。 

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を

織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動す

る場合があります。 

(2) 金融商品の時価等に関する事項 

令和２年４月 30 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、

次表には含めておりません。 
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 連結貸借対照表計上額 
時価(千円) 差額(千円) 

(千円) 

① 現金及び預金 306,477 306,477 ― 

② 受取手形及び売掛金 8,443,834 8,443,834 ― 

③ 投資有価証券    

その他有価証券 1,145,697 1,145,697 ― 

資産計 9,896,008 9,896,008 ― 

① 支払手形及び買掛金 1,218,516 1,218,516 ― 

② 短期借入金 3,750,000 3,750,000 ― 

③ 未払金 2,971,477 2,971,477 ― 

④ 長期借入金(１年内返

済予定を含む) 
8,669,818 8,651,618 △18,199 

負債計 16,609,811 16,591,612 △18,199 

(注)1 金融商品の時価の算定方法 

資 産 

① 現金及び預金、② 受取手形及び売掛金 

これらは全て短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近以していることから、

当該帳簿価額によっております。 

③ 投資有価証券 

投資有価証券の時価については、取引所の価格によっております。 

負 債 

① 支払手形及び買掛金、② 短期借入金、③ 未払金 

これらは全て短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

④ 長期借入金(１年内返済予定を含む) 

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想

定される利率で割り引いて算定する方法によっております。 

(注)2 非上場株式(連結貸借対照表計上額3,590千円)は、市場価格がなく、かつ将来キャ 

ッシュ・フローを見積もることができず、時価を把握するのが極めて困難と認められ

るため、資産における「③ 投資有価証券」には含めておりません。 

 (注)3 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

 １年以内 １年超５年以内 

(千円) (千円) 

① 現金及び預金 306,477 ― 

② 受取手形及び売掛金 8,443,834 ― 

合 計 8,750,311 ― 
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(注)4 有利子負債の決算日後の返済予定額 

 １年以内 １年超 

２年以内 

２年超 

３年以内 

３年超 

４年以内 

４年超 

５年以内 

５年超 

 

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) 

短期借入金 3,750,000 ― ― ― ― ― 

長期借入金 2,121,742 1,852,756 1,631,898 1,261,981 867,083 934,358 

合 計 5,871,742 1,852,756 1,631,898 1,261,981 867,083 934,358 

 

６．賃貸等不動産に関する注記 

当社グループでは、新潟県及び東京都において、賃貸用の店舗(土地を含む)・オフィス

フロアを所有しております。令和２年４月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益

は82,025千円(賃貸収益は営業外収益に、賃貸費用は営業外費用に計上)であります。 

また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおり

であります。 

連結貸借対照表計上額(千円) 
期末時価(千円) 

期首残高 期中増減額 期末残高 

2,459,012 △91,315 2,367,697 1,963,402 

(注)1 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除

した金額であります。 

 2 期中増減額のうち主な減少額は、減価償却費(28,330千円)であります。 

3 期末時価は、「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額(指標等を用い 

て調整を行ったものを含む)であります。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額                        2,670円12銭 

(2) １株当たり当期純利益                      136円57銭 

 

８．重要な後発事象に関する注記 

該当事項はありません。 
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個別注記表 
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 子会社株式 

移動平均法による原価法 

② その他有価証券 

イ 時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法によ

り算定) 

ロ 時価のないもの 

移動平均法による原価法 

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

① 商品及び製品・仕掛品 

総平均法による原価法 

(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定) 

② 原材料 

月次総平均法による原価法 

(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定) 

③ 貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法 

(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定) 

(3) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法を採用しております。ただし、平成10年４月以降に取得した建物(建物附属

設備を除く)並びに平成28年４月以降に取得した建物附属設備及び構築物については、

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物                   15～50年 

機械及び装置               10年 

② 無形固定資産(リース資産を除く) 

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく

定額法 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引にかかるリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 
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④ 投資不動産 

主に定率法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物                   10～34年 

(4) 繰延資産の処理方法 

    社債発行費 

社債の償還までの期間にわたり定額により償却しております。 

(5) 引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上

しております。 

② 賞与引当金 

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額を基準として計上しております。 

③ 役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。 

④ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上しております。 

イ 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に

帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。 

ロ 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

(10年)による定額法により費用処理しております。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数(10年)による定額法により按分した額を、それぞれ発生の

翌事業年度から費用処理しております。 

⑤ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支払いに備えるため、役員退職慰労金規程（内規）に基づく期

末要支給額を計上しております。 

(6) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 
 (7) 追加情報 

今年に入り世界的に大流行している新型コロナウイルス感染症については、現時点で 
はその収束時期は不透明な状況にありますが、令和３年４月期の半ばまでには現在の社 
会混乱がおおよそ落ち着き、当社製品への需要も徐々に通常の状態に戻っていくとの仮 
定を置いて、繰延税金資産の回収可能性の会計上の見積りを行っております。 
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２．貸借対照表に関する注記 

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務 

    工場財団 

     建物  4,054,814千円 

     構築物  378,245千円 

     機械及び装置  5,637,255千円 

     工具、器具及び備品  77,541千円 

     土地  967,903千円 

     計  11,115,760千円 

     その他 

     建物  976,585千円 

     構築物  44,913千円 

     機械及び装置  22,348千円 

     工具、器具及び備品  82,559千円 

     土地  317,997千円 

     投資不動産  1,116,583千円 

     計  2,560,988千円 

  上記に対応する債務 

     短期借入金  609,864千円 

     １年内返済予定長期借入金  1,323,620千円 

     長期借入金  3,476,377千円 

     計  5,409,861千円 

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 26,741,734千円 

(3) 投資不動産の減価償却累計額 356,030千円 

(4) 偶発債務 

① 仕入取引の担保として差し入れた振出手形は100,000千円であります。 

② 子会社である㈱うさぎもちの金融機関からの借入金628,449千円に対して、債務保証

を行っております。 

 (5) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 46,001千円 

長期金銭債権 143,390千円 

短期金銭債務 227,374千円 

 

３．損益計算書に関する注記 

(1) 固定資産売却損 

投資不動産であります。 

(2) 投資有価証券評価損 

当社が保有する「その他有価証券」に区分される有価証券のうち実質価額が著しく下

落したものについて、減損処理を実施したものであります。 
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(3) 災害による損失 

令和元年8月に発生した九州北部豪雨により被害を受けた製品廃棄損の金額でありま

す。 

 (4) 関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

売上高 23,765千円 

仕入高                       344,933千円 

営業取引以外の取引による取引高  

支払利息 117千円 

受取利息 53千円 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

 自己株式の数に関する事項 

株式の種類 当事業年度期首 増 加 減 少 当事業年度末 

普通株式 31,348株 151株 ― 31,499株 

  (注) 普通株式の自己株式数の増加151株は、単元未満株式及び端数株式の買取りによるも

のであります。 

 

５．税効果会計に関する注記 

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産  

未払事業税 18,690千円 

未払社会保険料 16,013千円 

前受金 7,380千円 

貸倒引当金 10,235千円 

賞与引当金 102,209千円 

退職給付引当金 116,112千円 

役員退職慰労引当金 17,888千円 

資産除去債務 11,220千円 

減損損失 36,107千円 

リース投資資産減価償却超過額 15,958千円 

投資有価証券評価損 68,192千円 

会員権評価損 15,350千円 

その他 66,995千円 

繰延税金資産 小計 502,355千円 

評価性引当額 △155,381千円 

繰延税金資産 合計 346,974千円 

  

  



- 12 - 

繰延税金負債  

資産除去債務に対応する費用 1,330千円 

特別償却準備金 17,747千円 

その他有価証券評価差額金 204,650千円 

繰延税金負債 合計 223,728千円 

繰延税金資産の純額 123,246千円 

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目

別の内訳 

   法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実効税率

の100分の５以下であるため注記を省略しております。 

 

６．関連当事者との取引に関する注記 

子会社及び関連会社等 

種類 会社等の名称 

議決権等の

(被所有) 

所有割合 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額

(千円) 
勘定科目 

期末残高

(千円) 

子会社 ㈱うさぎもち 
(所有) 

直接100％ 

役 員 の 兼

任・資金の

借入・製品

の 販 売 仕

入・債務保

証等 

長期資金の

貸付(注1) 
200,000 

１年内回収

予定の長期

貸付金 

長期貸付金 

 

39,960 

 

143,390 

利息の受取 53 未収入金 ― 

短期資金の

借入(注2) 
800,000 短期借入金 200,000 

利息の支払 117 未払費用 ― 

債 務 保 証

(注3) 
628,449 ― ― 

 (注) 1 長期資金の貸付については、市場金利を勘案し利率を合理的に決定しております。な

お、取引金額は当初貸付額を記載しております。 

 2 短期資金の借入については、市場金利を勘案し利率を合理的に決定しております。な 

お、取引金額は当初借入額を記載しております。 

3 債務保証については、取引金額に期末残高を記載しております。なお、保証料は受け 

ておりません。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額  2,663円74銭 

(2) １株当たり当期純利益   128円90銭 

 

 


